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1〔論　文〕
Ⅰ　はじめに
　1983年に日本で開園した東京ディズニーラン
ド（以下　TDL）は，2013年に30周年を迎え
る。また，2001年に開園した東京ディズニーシ
ー（以下　TDS）とユニバーサル・スタジオ・
ジャパン（以下　USJ）は，2011年には10周年
を迎えるに合わせて記念イベントを企画し，非
常に多くの来場者を迎えることとなった。さら
に，TDLは TDSを開園させると同時に直営ホ
テルや複合型ショッピング＆レストラン等をそ
れぞれのパークに隣接させることによって，そ
の名称を東京ディズニーリゾート（以下　
TDR）と変更した。この名称の変更に伴って
TDR は，従来の TDL が日帰り型施設であっ
たものから，宿泊型施設へとそのコンセプトを
大きく転換し，年間入場者数もそれまでは
1,500万人前後であったものから2,500万人超と
なるとともに，TDL オープンからの延べ入場
者数は５億人を超えるにまでなった。その一方
で，USJ は開業年度に来場者数1,100万人を達
成しながらも，その後は伸び悩んでいたが，
2012年度には「ユニバーサル・ワンダーラン
ド」という新エリアの開園も加わることでファ
ミリー層の来場者数が増加することによって，
2012年度の年間入場者数は1,000万人台に迫る
勢いを見せている１）。さらに，2012年10月29日
には累計来場者数が１億人を突破するなど，そ
の好調ぶりがうかがえる２）。このような事例か
らみても，TDRと USJ というテーマパークは
日本の消費者の中にすっかりとけ込んでいると
言える。
　だが，TDRや USJ は，共にアメリカに本拠
地を置く外資系のテーマパークであり，両テー
マパークともその内容はディズニーとハリウッ
ド映画というアメリカ文化を代表するものであ
りながら，その彼らがどのようなマーケティン
グ戦略をもって日本市場に参入し，かくも見事
に日本文化にとけ込み・現地化しようとしてい
るのであろうか。
　本論文では，USJ を事例に取り上げながら，
テーマパークというサービス産業がグローバ
ル・マーケティングを実行していく上で大きな
障壁となる文化的環境の克服という問題を明ら
かにする。
Ⅱ　グローバル・マーケティングと文化
１． グローバル・マーケティングにおける文
化的環境の重要性
　タープストラとデヴィッドに（1991）よれ
ば，「文化とは，学習され，共有され，強制力
を持つ，互いに関係のある一連のシンボルの集
まりで，それらの意味は社会の構成員に一定の
方向付けを与える。この方向付けは総体として
あらゆる社会が存続にあたって解決しなければ
ならない問題に解決を与える」と主張してお
り，文化の重要な側面は人々の間での社会的相
互作用であるとしている。さらに，ラルフ・リ
ントン（1945）は「文化とは，学習された行動
の集合であり，その構成要素がある社会のメン
バーによって共有され伝承された結果である」
と定義し，知識・信念・価値観・芸術・法律・
マナー・道徳・その他社会の構成員が習得した
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あらゆる技能や習慣等が含まれる各要素は，互
いに有機的に関連しており，一貫性のあるまと
まりとして機能していると主張する。
　つまり，文化とは社会の構成員が学習し，習
得し，共有された技術や習慣であり，それぞれ
が有機的に関連しながら構成員に一定の強制力
を持つものである。そして，それは人々の間で
の社会的相互作用として意識から無意識に至ま
で人の行動に様々な影響を及ぼすものであると
言える。
　そして，その文化の親和性という観点から見
れば，文化的親和性の高い地域は国を文化でグ
ループ分けしたものと，かなりの程度で一致し
ているのであるが，その一方で地理的な基準以
外で分類された文化的親和性の高いグループも
存在している。例えば，日本，ヨーロッパ，ア
メリカの15～20歳の人々は，文化的親和性の高
いグループを形成し，共通の価値観，行動，関
心を共有する傾向を持っており，消費者セグメ
ントとして一般的な特色を示す傾向がある。
　こうした中で，企業がグローバルに事業を展
開するグローバル・マーケティングという場に
おいては，その文化が重要な役割を担ってい
る。それは文化が違えば，買い手の行動，そし
て消費者のニーズは異なることを意味し，国外
で企業を展開する場合は，グローバル・ビジネ
スでは異なった心理を持つ消費者，戦略的パー
トナー，流通業者，競争企業という様々な文化
的背景を持った人々と相対さなければならない
し，彼らとの取引が必要となることを意味して
いる。
　つまり，企業のグローバル・マーケティング
の視点から見れば，文化的環境は次の２点にお
いて重要となる。第１は，グローバル・マーケ
ティングは文化を克服するために，どの程度マ
ーケティング戦略を適合化させるかという意味
において，文化の力は企業のグローバルなマー
ケティング・ミックス・プログラムを決定する
主要な要因となることである。第２は，文化を
分析することによって競合他社が見逃している
文化的ニーズをつかむことで，市場機会が明ら
かになり，さらに企業は競争優位を獲得するこ
とができるのである。
２．サービス産業における文化の重要性
　サービスの特徴は，「無形性」「不可分性」
「変動性」「消滅性」の４点を上げることができ
る。無形性とは，有形財とは異なり，購入する
前のサービスは見ることも，味わうことも，触
れることもできないことを表している。不可分
性とは，サービスの提供者と顧客の両方が存在
しなくては取引を行うことができないことから
顧客も製品の一部であるということを意味して
いる。変動性とは，サービスとは生産と消費が
同時に行われるために，サービス品質は誰が，
いつ，どこで提供するかによって異なることを
表している。消滅性とは，サービスは在庫して
おくことができないことを表している。
　こうしたサービス財の特性から，サービスの
供給では標準化しにくいという意味において有
形財のマーケティング以上に文化的側面が重要
な要素となることが分かる。そのために，国外
に事業展開を試みるサービス産業では，現地市
場の文化的環境と折り合いをつけることができ
なければ成功は望めないと言える。つまり，何
が良いサービスなのかは，いつも自明のものと
は限らず，適切なサービスに対する規範は文化
によって異なっていると言える。そのために，
国外に進出する多くのサービス企業では，自国
市場と進出先市場の文化的な溝を埋めるため
に，進出先市場の文化を分析することによって
文化的な機会を発見し，自社のサービスを現地
市場の文化的な傾向にあったサービスにカスタ
マイズ化することによって市場シェアを獲得し
ようとする。
　だが，サービス企業は自社のサービスを現地
市場の文化的な傾向にあったサービスにカスタ
マイズ化しようとする一方で，多くの場合世界
中で一貫した品質イメージを確立しようと試
み，そうした一貫した品質を保証できるように
することが，国際サービス企業にとって非常に
重要な課題となっている。つまり，グローバル
サービス産業の文化的環境の克服-USJ の事例から-
Page:2無断転載禁止　
サービス産業の文化的環境の克服
3
Oct. 2013
に展開するサービス財の製品デザインにおける
重要課題の１つは，標準化とカスタマイズ化の
適切なバランスであると言える。
Ⅲ　アメリカ文化と映画
１．アメリカの成り立ちと文化
　アメリカという国の特徴を上げるとすれば，
第一はその広さであろう。国土面積はおよそ
936万平方キロメートルあり，日本の約25倍に
なる。そして第二は，アメリカという国の成り
立ちにおいて非常に短い期間に世界中の人が集
り，その広大な土地を開拓し，現代のアメリカ
を作ってきたということが挙げられる。
　17世紀にイギリス人がアメリカ大陸の大西洋
岸に植民地の建設を始め，18世紀になるとフラ
ンス人は北からアメリカ大陸への進出を図り，
現在のカナダを植民地とし，その後を追うよう
にスウェーデン人，ドイツ人，アイルランド
人，スコットランド人がアメリカに移り住むよ
うになった。19世紀になるとイタリア人が流入
し，20世紀を迎えるころにはロシアや東欧から
多くのユダヤ人が移り住むようになった。こう
した移民は，先に移り住んだイギリス人を中心
とした主勢力がプロテスタント系のキリスト教
であったのに対して，その後移り住んだ多くは
カトリック信者やユダヤ教徒であった。
　さらに，アメリカ大陸にはアメリカ先住民が
住み続けており，ヨーロッパからの移民の流入
と土地の開拓に合わせて労働者確保のためにア
フリカから多くの黒人奴隷が移入されたことは
周知のことである。
　では，このように同じようにアメリカで生活
しながらも，体格や皮膚の色が違うだけでな
く，その言語や風俗習慣も文化的背景もバラバ
ラに異なる状況の中で，いかにしてアメリカ文
化は作られていったのであろうか。そうした状
況に対して，いや一つにまとまったアメリカ文
化などないとも解釈できるが，現実的にはアメ
リカ文化が多様な文化を包みこんでいることは
確かであると言える。
　多民族国家であり多様な文化を包み込んだア
メリカにおいて，画一的なアメリカ人モデルを
見つけることは難しいし，アメリカ文化をステ
レオ・タイプ化することは危険である。しか
し，そうした人種・歴史・文化を異にする者た
ちが１つの国の中で生活するアメリカを理解す
る上で重要となるのが，宗教上の思想とその実
践活動である３）。1994年に行われた調査による
とアメリカ人の90％の人々が自分は信仰心を持
っていると語っており，さらにそう断言するう
ちの93％がキリスト教徒であると答えている。
また，人口の70％近くがなにがしかの教会に所
属し，そのうち約40％が毎週教会の礼拝に出席
していた４）。さらに2000年に行われた調査によ
ると，キリスト教が76.7％（プロテスタントが
52.2％，カトリックが24.5％），その他の宗教が
3.7％，回答拒否が5.4％という結果が出ている
ように，アメリカではキリスト教信仰を基盤と
した共通の信仰を共有しており，これをロバー
ト・ベラーは「市民宗教」と呼んだ５）。このキ
リスト教に対する思い６）は多民族国家アメリ
カを統合する精神的支柱となっており，その宗
教観はアメリカを第一とする独自の宗教観とな
っている。
　さらに，アメリカ人はキリスト教を魂や精神
の拠りどころとしながら，多民族国家であるア
メリカにおいて自らをアメリカ人と思え，その
ことに満足感を与えてくれ，集団的帰属感を与
えてくれるシンボルとして国旗・独立宣言・合
衆国憲法７）を育ててきた。確かに，アメリカ
国旗である星条旗は，そのデザインは多様なア
メリカの団結を表しており，アメリカの公的な
場では必ず国旗を掲げ８），オリンピック等でア
メリカ人が星条旗を崇拝する姿を見れば，そこ
に強烈なナショナリズムが現れていることが理
解できる。
　ただ，アメリカ人は精神的支えとなる宗教に
しろ，星条旗をはじめとするシンボルにしろ，
非常に抽象的なものであるのに対して，もっと
具体的な生きた形で「アメリカ人とは何か」を
示し，それと自分とを同一視することを可能に
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するもの，いわば血肉の通ったシンボルを渇望
するようになり，それがヒーロー崇拝という姿
勢になって現れている９）。
２．アメリカ文化とヒーロー
　ディクソン・ウェクター（1941）は，アメリ
カを英雄崇拝の一等国と呼び，亀井俊介（1993）
は，アメリカの国民性としてアメリカ人は常に
国民的ヒーローを待望し，これを熱烈に歓迎す
る傾向が強いこと，アメリカほどヒーロー崇拝
熱が盛んな国は先進文明国では少ないことを指
摘している。
　アメリカ人がこのようにヒーローを崇拝する
ようになった要因として，ディクソン・ウェク
ターは，アメリカ人が不安定（restless）な国
民であることを挙げている10）。不安定な国民と
は，自分のアメリカ人性そのものについて不安
定感ないし不安を抱え込んでいることを意味し
ている。つまり，アメリカ人の多くは移民の子
孫であり，彼らは時として新天地での成功を夢
見て祖国や先祖代々からの土地を捨ててきたと
いう意味において不安定（restless）というの
である。また，アメリカへの移住にあたっては
様々な困難があったであろうことは想像に難く
なく，それまでしてアメリカに移住しようとし
たのは何らかの成功を求めたからである。そし
て，そうした気概の強い人ほど成功の可能性が
高い土地に移住する傾向が強いと考えられ，こ
のような姿勢をアメリカ人はパイオニア・スピ
リットとして賛美したのであろうが，一カ所に
定住しないという意味においても不安定
（restless）なのである。さらに，アメリカには
世界中の人が集まっており，彼らの肌の色も，
背負ってきた文化的伝統や生活習慣も様々であ
る。こうした不安定性と多様性の中で，彼らは
自分がアメリカという大きな集団に属している
ことを実感したい，という不安定であるが故に
安定感を求めるようになる。そして，それを具
現化したものがアメリカの集団的シンボルの一
つとして国民的ヒーローであり，国民的ヒーロ
ーは雑多な民衆の夢を幅広く結集して，それを
生きた人間の姿に具現化し，国民の代表となっ
て活動する人物としてアメリカ国民の帰属意識
を満たしてくれる存在であることをウェクター
（1941）は指摘している。まさに，「What is 
American」ということを理想的な形で身をも
って示してくれる，そういう人間がアメリカ人
の求めるヒーローであると言える。
　こうした出自が異なる人々に帰属意識を与
え，国民の夢を具現化したアメリカン・ヒーロ
ーには，プロバスケットボール・プレイヤーで
あったマイケル・ジョーダンのようにスポーツ
選手やシルベスター・スタローンのようなアク
ションスターがその業界の枠を超えて国民の象
徴となりうるが，それ以外にアメリカという国
が荒野の開拓から新しい社会や世界を作り上げ
る建設の歴史であることから，この国の礎を築
いた人や国難を救ったような人もヒーローにな
り得るのである。例えば，第16代アメリカ合衆
国大統領エイブラハム・リンカーンは歴代大統
領の中でも初代大統領ジョージ・ワシントンと
並んで極めて評価が高いが，これは現代アメリ
カ合衆国建設に与えた彼の歴史的功績が大き
い。加えて，彼が身分の低い出身から成功し
た，いわゆるアメリカンドリームの体現者であ
ることも大きいと言われている。また2001年９
月11日に起きたアメリカ同時多発テロ事件や
1982年１月13日にワシントンDCのポトマック
川で起きたエア・フロリダ90便墜落事故等で救
命活動にあたった消防士たちをヒーローとして
取り上げることが多いが，これもキリスト教を
市民宗教としながら多民族社会を生きていくた
めに必要であった助け合いの精神によって，危
機的状況において自分の身をなげうってでも他
人の命を救う，という行為には最大級の賛辞が
捧げされることの証である。
３．アメリカ文化としての映画
　映画がスタートした当初は，フランスとアメ
リカが映画産業の中心であった。フランス映画
は，ごく初期の頃から芸術としての映画を嗜好
していた。これに対してアメリカは，フランス
サービス産業の文化的環境の克服-USJ の事例から-
Page:4無断転載禁止　
サービス産業の文化的環境の克服
5
Oct. 2013
とは全く正反対の映画を嗜好するようになっ
た。その背景となったのはアメリカという多民
族国家の成り立ちと大きく関わっている。つま
り，１つの国の中に世界中から集まってくる人
種の人たちがいて，彼らは英語もあまりしゃべ
れない，風俗・習慣が異なる，祖国から持って
きた価値観も異なる，加えて多くの人たちはア
メリカでの成功を夢見て来た移民であって決し
て裕福ではない。むしろ貧乏な状態であったと
いえる。そういう人たちを相手にして，特定の
人種や階層の価値観ではなく，普遍的に訴える
ような内容をアメリカ映画は探って表現しよう
としたのである。
　アメリカ映画は，あらゆる人種にとって「良
いことか・悪いことか」という明瞭な価値観を
打ち出した内容でなければならず，そのために
誰にでも分かるように，恋愛なら恋愛，結婚な
ら結婚，全てが非常に明快に，良いか悪いか，
賛美すべきか否定すべきか，割り切れている内
容になる傾向が強く，そうした中身を突き詰め
ていったのが，ハリウッド映画である。さら
に，アメリカ映画はその表現方法で，英語も十
分理解できない人たちにも分かるように表現す
るために，誰にでも明瞭な表現方法として服装
や身のこなし方，表情等によって心を表すとい
う表現方法を追求し，発達させたのである。
　そして，その単純な，全ての人に普遍的な価
値観と表現方法によって，アメリカ映画はフラ
ンス映画を打ち負かし，世界の映画界を支配し
ていくのである。このようにしてアメリカ・ハ
リウッド映画は，1920年代から1940年代にかけ
て世界映画市場の60％とも90％ともいわれるシ
ェアを占めるようになり，その経済的・文化的
優位は揺るがないものとなっていった。やが
て，アメリカ映画は，スクリーンの中に自然と
にじみ出てくるアメリカ流の価値観と生活様式
を伝える最も大衆的かつ有力な文化メディアと
なった11）。そして，18世紀以来アメリカは他の
大陸の人々を魅了してきたのだが，映画はそれ
らの人々の目に映ったアメリカの姿をそれまで
以上に多くの土地の人々に見せる文化装置とな
ったである。
　そして現在，ハリウッド映画は世界中に配給
され，ハリウッドという言葉が世界を飛び交っ
ているが，これはアメリカ映画産業が世界の映
画界のリーダーであることを示している。つま
り，ハリウッド映画はアメリカ的な言語をもつ
ものとして力を強め，ハリウッド映画がその産
業の隆盛にしたがって，アメリカ文化の一大担
い手として，我が語る物語こそがアメリカ文化
なのだと世界各地でアメリカ文化をアピールす
る文化装置となったということができる。
　1980年代になると，ハリウッド映画界は映画
界と関連業界の多角的な連結を進めることによ
って巨大化を図るようになった。特に，テレビ
放映は，ケーブルテレビ内での特別枠の有料番
組と一般ネットワーク放送での放送，ローカル
局での放送などが差別化され，映画放映時期が
ずらされ，映画ソフト使用料金が差別化される
ようになった。映画のビデオ化に関しても，ビ
デオ・レンタルとビデオ販売の両方のチャネル
が考慮され，スケジュール化されるようになっ
た。さらに，ハリウッド映画界は，映画館で上
映したものを三次元の臨場感ある形で再現する
ことによって，映画を楽しむ方法を一気に拡大
したものとして，ヒット作品に着想を得た様々
なアトラクションからなる大型のテーマパーク
がロサンゼルスやフロリダ州オーランドに建設
されるようになった。そうしたテーマパークで
は，観客はスクリーンで見たものを，三次元の
アトラクションで追体験することができるよう
になったのである12）。
４．映画の中のアメリカン・ヒーロー
　アメリカの国民は，国民的なヒーローを待望
し，これを熱烈に歓迎する傾向が強いこと，な
かでもスポーツ選手もしくは，この国の礎を築
いた人や国難を救ったような人がヒーローにな
り得ることは述べた。しかし，そういう人間が
常に実際に存在するかというとその限りではな
いことから，その時はある種の条件を備えた人
をヒーローに仕立てていくことになる。一般の
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人々が自分の人生の夢をその人に託せる，託し
ていろいろと空想を巡らし，どこかで自分とそ
の人を合体させて，それで自分を幸せな気持ち
にさせる，そういう心のヒーロー13）を創造し
ていくのである。
　アメリカ人のこうしたヒーロー熱は，漫画や
コミックス，映画といった大衆エンターテイメ
ントの世界で展開するようになり，1938年にコ
ミック・ブックの中に人間わざではないパワー
を持つスーパーヒーローが登場した。スーパー
マンである。スーパーマンは，その後1941年～
1943年にかけてアニメーションとして映画化さ
れ，1952年～1958年にはテレビシリーズとして
アメリカ全土に放映され，1978年には実写版と
して映画化もされた。スーパーマンは同時代の
アメリカが舞台となっており，そこにスーパー
マン人種の住む遥か遠い惑星クリプトン星から
スーパーマンが地球にやってきたという設定
で，人間離れした能力を持つヒーローが活躍す
る物語である。
　スーパーマンは1938年にコミック・ブックの
形で登場したのだが，このキャラクター設定に
は後にアメリカの新しいフォークロアと呼ばれ
るようになる基本的な要素が幾つか存在した。
第一に，スーパーマンは孤児であった。彼は，
地球から遥か遠く離れた惑星クリプトン星から
地球に送られて来た移民であり，その意味にお
いて新天地で己の力で自律して生きて行くとい
う設定はアメリカという国の基本的な構成要素
でもある。実は，スーパーマンより早くに登場
した船乗りポパイもやはり孤児であり，父親を
捜しているという設定になっている。さらに，
1939年に登場したバットマンは普通の人間だ
が，彼が少年の頃に両親をギャングに殺されて
孤児になってしまうという設定となっており，
また最近の映画で言えばハリー・ポッターも彼
が幼くして両親を殺されてしまった孤児である
ことからすれば，移民国家アメリカにおいて孤
児は移民のメタファーとして重要な要素となる
と考えられる。
　第二は，スーパーマンは，その人間離れした
パワーを生かして人々の役に立つことを自分の
生き方として選ぶのである。これはアメリカに
ある宗教観に基づいた行動であり，ヒーローと
して賞賛されるための条件の一つでもある。
　第三は，スーパーマンがもう一つの自己を持
っていたことである。つまり，スーパーマンと
して世界人類のために活躍しながら，その一方
でメトロポリスのデイリー・プラネット新聞社
の「物腰おだやかな記者」であるクラーク・ケ
ントというアメリカ市民としての顔を持ってい
る。決してあか抜けない，野暮ったいが礼儀正
しい市民で，彼の同僚でやや過激な女性記者ロ
イス・レーンにしばしばやり込められながら，
スーパーマンとしては彼女の危機を救うという
皮肉がスーパーマンの物語に人々を惹き付ける
理由の１つでもある14）。
　また，アメリカのヒーロー熱は時として偏狭
な愛国主義，あるいは独善的なアメリカ主義を
見せることがある。シルベスター・スタローン
が主演のロッキーやランボーといった映画は，
彼自身の出生やアメリカでのサクセス・ストー
リー，映画が上映された当時の社会的背景やア
メリカ社会が抱える問題等と相まって，一般的
には力強いヒーローのスクリーンにおける活躍
に熱狂してアメリカ国民の多くが声援を送った
が，その非常に独善的・偏狭的愛国主義に対し
て強い批判がでたことも事実である。
　ただ，スーパーマンにしろ，ロッキーやラン
ボーにしろ，映画に登場するアメリカン・ヒー
ローに共通しているのは，彼らが自ら与えられ
た世界の中で，自力で世界を切り開くととも
に，自己のアイデンティティを確立していく姿
である。それも知性とか教養といったものによ
ってではなく，肉体という力によって行う戦い
によって切り開いていくのである。こうした設
定が，フロンティア的価値観が生きているアメ
リカ人の基本的な感情に強く訴えるのである。
映画の中で創造されたヒーローではあるが，ア
メリカという社会においてはそれがたとえ安直
な空想の産物と思えるものであっても，子供や
低学歴の階層だけでなく，ホワイトカラーや知
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識人たちの心まで捉え，人々の行動を左右する
存在になるのである15）。
５．日本人の宗教観
　アメリカに比較して民族の多様性という点か
ら見れば，日本は北海道のアイヌの人たちを除
けば１つの人種が千数百年間ずっと住んできた
ことから単一民族と言うことができる。しか
し，その文化的側面及び文化の基となる宗教的
側面に焦点を当てれば，決して単一・単純とい
う訳にはいかない。
　日本人の多くは仏教徒であるが，我々が仏教
徒であることを意識する機会はとくにない。ま
た，日本人は仏教徒であると同時に神道の氏子
であることが多いが，日本人の大多数は，自分
が仏教徒であり神道の氏子であることをほとん
ど意識することなしに日々過ごしている。しか
し，だからと言って日本人に宗教的思考や情操
がまったくかけているかと言えば，そうではな
い。特に，お盆の墓参りや法事という季節的慣
習や儀式は日本的な宗教のあり方を示す特色で
あるといえる。つまり，日本人は道徳的戒律と
しての宗教は大幅に見失ってはいるが，季節毎
の風習や儀式の中で先祖を弔い・祭ることによ
って某かの反省を行うという意味では宗教的な
情操を失っていないと言えるかもしれない。こ
うした日本人の仏教徒であると同時に神道の氏
子であるという信仰は，アメリカ人のキリスト
教に対する信仰と比較すれば大きく異なる点で
ある。
　では，日本人が持つ神と仏に対する信仰はど
のように形成され，その両者はどのような関係
を持つものであろうか。まず日本の神は，キリ
スト教における神や，イスラム教のアラーの神
のように唯一絶対ではないことが上げられる。
日本人の神への信仰は，その始まりにおいて極
めて原始的なアニミズム，すなわち万物に霊魂
や精霊が宿るとして畏怖し，それを崇め祭った
ことに始まったと言われている。つまり，日本
の神は自然現象に対する畏怖や脅威から生まれ
ている。それも極めて自然発生的に，決して外
から押しつけられたものでも，人為的に作られ
たものでもない。その証拠に，日本の神道には
教典や教義といったバイブルがない。そして，
日本では古くから八百万の神という言葉がある
ように，様々な願に恩恵をもたらしてくれる神
が存在する。つまり，日本においてはどんなも
のでも神格化の可能性を秘めているのである。
そして，人々は森や山のような場所の一角を神
域とし，氏神が祭られるようになったのであ
る。氏とは血縁関係のある家族群で構成された
共同体であり，氏神 -氏子の関係は今に繋がっ
ている。例えば，子供が生まれるとお宮参りを
するが，これは共同体への加入の通過儀礼を意
味しており，このような事例からも日本人と神
社＝神さまとは切っても切れない関係にあると
言える。
　次に，仏教は紀元前５世紀頃のインドで，古
代インドの釈迦族の王子であったゴータマ・シ
ッダールタが，妻子も国も捨てて29歳で出家
し，35歳で悟りを得て仏陀と呼ばれるようにな
った。そして，その仏陀が人生に苦悩する人々
を救済しようと，自らの教えを５人の修行僧に
説き始めたことから仏教は起こるのである。ゴ
ータマ・シッダールタは，悟りを得れば，苦悩
や迷妄，不安といった煩悩から解脱できると説
いた。つまり，神は人間の自然に対する畏怖や
脅威から生まれて信仰の対象になったのに対し
て，仏はもともと我々と同じ人間であり，後に
崇められて神格化されたのであって，ここが神
と仏の大きな違いがある。
　こうした仏教が中国を経て奈良時代において
日本に伝来し，飛鳥に根付いた仏教は当時の国
家からの全面的な援助を受けて花開くこととな
った16）。しかし，すでに神がいた日本において
仏教が伝来し，定着するに至った背景には，仏
教側からは「神は仏法を守り助けるもの，神も
仏法によって悟りを得ることで救われた」と主
張し，神信仰側からも仏教側の主張に追随する
かのように神と仏の両者は調和し，結びつくこ
ととなり，神仏習合，神仏混淆となるのであ
る17）。
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６．日本映画の中に見るヒーロー観
　日本のヒーロー観を考察するに当たって，第
一にアメリカ映画に見るヒーローと比較してみ
ると，日本の神話・物語や映画の中のヒーロー
には巨人がほとんど登場しないことが分かる。
必ずしも大きくて強そうだということはなく，
どちらかと言えば民衆に愛されるヒーローには
優男や小男が多いと言える。確かに，民間伝承
といった類いにはダイダラボッチのような巨人
が現れはするが，広く民衆に慕われ活躍を見せ
るのは小人の方が多い。例えば，御伽草子の中
に登場する一寸法師などはその最たる例であ
る。また実在のヒーローで例を上げれば，豊臣
秀吉も小柄の猿面冠者と言われているし，人気
の高い源義経なども伝説ではやさ男になってい
る。そして華奢な牛若丸が大男の弁慶を打ち負
かすところに日本人の美意識は満足を覚えるよ
うである。さらに源義経を例にとれば，日本の
ヒーローは，どこかで悲劇の故に英雄にされる
ことが多いとも言える。こうした例を示して，
アイヴァン・モリス（1975）は，西洋的な目的
成就のエトスとはまさに正反対をなす，複雑な
日本的伝統として日本人のヒーロー観には敗北
の美学とでも呼ぶうるものがあるとしてい
る18）。さらに，敗北の美学という点から見れば，
日本映画の一つのジャンルに任侠映画19）があ
る。日本に数多くいたやくざを主人公にした任
侠映画では，任侠の世界の伝統的な渡世の掟と
新興やくざの理不尽な攻撃との中で，最後には
堪忍袋の緒を切らし，死を覚悟しながらドスを
引っ提げて殴り込む，といったストーリーが多
い。こうした映画には観客席から「健さん（高
倉健）！」「意義なし！」のかけ声がかかった
という20）。これら任侠映画の多くが保守的な世
界を描いているのにも関わらず，「意義なし！」
のかけ声は，全共闘の学生たちからも愛された
という証拠である。これらの映画が，思想を超
えて愛された理由は，反権力と死の甘美なにお
い，そしてすでに出来上がった社会の秩序に苦
しめられ，それからの解放を目指しながら破滅
に終わった者に対する敗北の美が醸し出されて
いるものと考えられる。
　第二に，アメリカ映画と日本映画との比較と
いう視点から見ると，スティーブン・セガール
が演じる映画「沈黙の～（シリーズ映画）」と，
真田広之が演じる映画「亡国のイージス」を比
較すると，明らかに異なるヒーロー観が描かれ
ている。映画「沈黙の～（シリーズ映画）」で
は，主人公のセガールがためらうことなくテロ
リストの胸を撃抜き，首をへし折るシーンが数
多く出てくるが，こうしたことを観客が素直に
受け入れるためには，前提として「絶対的な正
義」という概念が必要となる。そして，そのた
めにはテロリストは性格上の破綻をきたしてい
たり，己の利益のためだけに化学兵器による大
量殺戮を図ったりする「絶対的な悪」の存在で
あることが求められ，この絶対的正義と絶対的
悪の対比の中で，正義が悪を駆逐することによ
ってヒーローが描かれているのである。これに
対して，「亡国のイージス」で主人公の真田広
之は，セガールが躊躇無くテロリストをバッタ
バッタと倒していくのとは対照的に，なかなか
銃を撃てなくて躊躇するシーンが出てくる21）。
また，この映画の中で出てくるテロリストたち
の描き方も，現政権の非道な政治を転覆させる
のが目的であったり，自分の娘とおぼしき工作
員の死に対して一抹の哀感を漂わせたりして，
アメリカの描き方よりも人間的であったりす
る。このことから鑑みれば，日本においては絶
対的正義と絶対的悪という二項対立の単純な価
値観ではなく，正義の中にも悪が存在し，悪の
中にも正義が存在するという価値観の中で，ヒ
ーローはその時々の文脈によって再構築され，
決して絶対的な存在ではないというように描か
れていると言える。
　日本のヒーロー観を見る視点として，第三に
宗教的背景が上げられる。洋の東西を問わず文
化が宗教によって規制されるか，あるいはその
影響を受けるというのは当然のことである。そ
れは映画も然りで，映画の中で描かれる世界に
はその国の文化的背景や宗教観が色濃く反映さ
れるものである。日本における神への信仰は，
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その始まりにおいて極めて原始的なアニミズム
であり，万物に霊魂や精霊が宿るとして畏怖
し，それを崇め祭ったことに始まったことは述
べたが，このような日本人の信仰は映画の中に
も登場する。そのことが顕著に出てくるのが宮
崎駿監督作品である。例えば「となりのトト
ロ」では，主人公の姉妹や引っ越して来た村の
人々の言動の中で，川には川の神，森には森の
神がいる，そして神がいる場所や領域自体がご
神体であり，みだりに足を踏み入れたりしては
いけない，という世界観が描かれている。また
「もののけ姫」では，日本の神話や民間信仰な
どを下敷きにしながら，生活圏を拡大しようと
する人間と，それと衝突する森の神たちとが互
いの立場から描かれているし，「千と千尋の神
隠し」では，まさに八百万の神といってよいほ
ど多様な神が出てきているのである。
　さらに，「となりのトトロ」の例で言えば，
映画で登場するトトロやススワタリは実はお化
けである。しかし，日本語の「お化け」は，英
語の「MONSTER」と100％同じ意味ではない。
お化けというのは民話に出てくるような「空想
の上の怪奇な生き物」といった類いの意味だ
が，「怖いもの」という含みをもつことはあっ
ても，決して「有害で危険な生き物」というニ
ュアンスはない。映画の中でも，主人公のサツ
キとメイは引っ越してきた家でススワタリを見
つけては喜び，トトロには愛情を持って接する
姿が描かれている。宮崎駿監督作品は，映画の
ストーリーと共に，そのストーリーの背景には
日本の文化的要素が強く描かれている映画とな
っていることから，その作品を見た観客の多く
から「何か懐かしい感じがする」という評価が
出てくるのであろう。
７．日本におけるハリウッド映画
　日本は，第二次世界大戦後から今まで多くの
アメリカ的なモノやコトを輸入してきている。
1960年代前半にはテレビ，電気洗濯機，電気冷
蔵庫を三種の神器とあがめ，1960年代後半には
13
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図１　日本における映画興行収入および洋画・邦画シェア推移
出所）映画ランキングドットコム（http://www.eiga-ranking.com）より筆者作成。
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カラーテレビ，ルームクーラー，マイカーの３
Cを追い求めていた。こうした現象は，アメリ
カ的生活を実現することが庶民の夢であったこ
とを示していると言える。そして，現代の日本
はそうしたモノの豊かさという点では，今や日
本の方がアメリカを凌駕した感もあるが，そう
なると今度は恋愛，結婚，夫婦を中心とする家
庭等といったアメリカ的生活様式が日本人のあ
こがれの的となって，文化としてのコトが入っ
てくるようになったといえる。このことは映画
の世界も同様で，ハリウッド映画は日本映画に
大きな影響を与えたと同時に，日本人はあこが
れの対象としてハリウッド映画を鑑賞するよう
になっていった。そのことは，日本における人
気映画の興行収入と洋画と邦画のシェアにも現
れており，図１は1980年から2012年までの間に
日本で公開された映画の興行収入トップ10を集
計した推移と，興行収入トップ10における洋
画・邦画のシェアの推移である。
　興行収入の推移では，1997年には「タイタニ
ック」「もののけ姫」，2001年には「千と千尋の
神隠し22）」「ハリー・ポッターと賢者の石」，
2003年には「踊る大捜査線THE MOVIE２レ
インボーブリッジを封鎖せよ！」「ラストサム
ライ」「ファインディング・ニモ」「マトリック
ス　リローデッド」，2004年には「ハウルの動
く城」「ハリー・ポッターとアズガバンの囚人」
「ロード・オブ・ザ・リング　王の帰還」とい
った大ヒット映画の影響もあって，飛び抜けて
高い興行収入を上げている。
　洋画・邦画のシェアの推移では，1989年から
2003年の14年間は一貫して洋画人気が高く，特
に2002年などはトップ10の映画全てが洋画とな
っている。しかし，2004年頃からはそうした洋
画と邦画の顕著な差はなくなり，2008年頃から
は洋画よりも邦画のシェアが上回るようになっ
ている。こうした傾向になった要因として，
「ハウルの動く城」以降に上映されたスタジオ・
ジブリ作品やポケットモンスター・シリーズの
ようなアニメ映画，踊る大走査線シリーズや相
棒，花より男子，ROOKIES といったテレビド
ラマが映画化されたものが健闘したことが大き
いと考える。ただ，それと同時にハリウッド映
画の人気に陰りが見え始めてきたとすれば，
CGや VFXを全面に出した，あまりにけたた
ましい作品に対する日本人観客の慣れが考えら
れる。確かに，ハリウッド映画の多くは制作予
算や映像処理技術において邦画とは比べものに
ならないほど高額な費用をかけて制作されてい
る。しかし，人が受ける強い刺激や驚きも，受
け続ければ慣れてくるように，そうした予算や
技術を用いて制作された映画も，幾つも見れば
見慣れてくること，飽きがくることが考えられ
る。加えて，日本人の映画に求めるものも変化
してきていると考える。その証拠に，テレビ局
が制作したテレビドラマの続きとも言える映画
に多くの観客が集まっている。こうした現象か
ら，日本人の映画に求めるものがアメリカに対
する憧れや，スクリーンから受ける刺激や驚き
よりも，自らの生活や生活を取り巻く文化的な
価値観に照らし合わせて共感できるものへと変
わってきたと考えることができる23）。
Ⅳ　ユニバーサル映画とUSJ
１． ユニバーサル映画とユニバーサル・スタ
ジオ
　ユニバーサル・スタジオを設立するユニバー
サル・ピクチャーズは，1912年にカール・レム
ルによって創業された。その当時の映画制作会
社は，1915年設立の20世紀フォックス，1919年
設立のユナイテッド・アーティスツ，1923年設
立のワーナー・ブラザーズ，1924年設立の
MGM，1924年設立のコロンビア，1928年設立
の RKO，1935年設立のパラマウントと，ユニ
バーサルを含めてハリウッド８大メジャーと呼
ばれた24）。現在ではパラマウント，ユニバーサ
ル，ディズニー，ワーナー・ブラザーズ，ソニ
ー・ピクチャーズ，21世紀フォックス，
MGM，ドリーム・ワークスがメジャー・スタ
ジオと呼ばれている。
　かつての映画スタジオは，劇場のために映画
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を作ることがスタジオにとっての唯一無二の仕
事であり，劇場における入場券収入で利益を上
げていた。しかし，現在ではメジャー・スタジ
オといえども恒常的に経営が苦しく，そのため
コングロマリット企業の傘下で映画を製作して
いるものの，映画製作自体は財務上比較的重要
度の低い部分を占める状況にある。例えば，ユ
ニバーサル・スタジオはアメリカ最大の製造業
のゼネラル・エレクトラニックスがNBCテレ
ビ，USA ケーブルテレビのネットワーク，
USAフィルムズといった企業とともに所有し
ているのである。
　さらに，映画ビジネスを大きく変革させるト
リガーとなったのがビデオプレイヤー，ケーブ
ルテレビ，有料テレビ，そしてDVDの普及で
ある。各家庭にそれらが普及することによって
家庭での映画鑑賞がブームとなったことで，各
スタジオは全ての映画という娯楽作品を家庭で
観せることによって生じるライセンス料で利益
の大半を稼ぎだそうとしているのである。
　こうして家庭における映画鑑賞を普及させる
ことに成功したスタジオは，彼らが創りだした
様々なキャラクターの活躍のために今以上に恒
久的な舞台の建設を目論むこととなる。それ
が，1955年にカリフォルニア州アナハイムでオ
ープンしたディズニーランドである。そこでは
映画やテレビで見る二次元的限界を超えた三次
元の姿で登場するミッキーマウスやドナルド・
ダック，ダンボ，その他の多くのキャラクター
と直接ふれあうことを可能にし，大勢の観客を
一度に楽しませる場が出現したのである。また
ディズニーは，日本の東京ディズニーランド，
フランスのユーロ・ディズニーランド，等の海
外テーマパークを立ち上げることによって，こ
うしたアメリカ文化の概念を世界に示すことに
成功した。さらに，ディズニーがテーマパーク
とキャラクター・ビジネスを展開するにあたっ
て重視したのが，そのイメージ戦略である。デ
ィズニーにとって主要な顧客である子供とその
親を惹き付けるために，家庭を対象とした健全
なエンターテイメントのイメージや価値観を維
持するために映画のストーリーを原作から書き
換え，さらに映画中から評判を損ないかねない
シーンは削除しているのである25）。
　ディズニーランドがテーマパークやキャラク
ター・ビジネスで成功をおさめる一方で，ユニ
バーサルも当時社長であったルー・ワッサーマ
ンが1964年にユニバーサル・スタジオ・ハリウ
ッドをオープンした。ここでは主にオリジナル
映画やテレビを基にした体験型のアトラクショ
ンやライブ・エンターテイメントが提供されて
いる。そして，ユニバーサルもまた，ユニバー
サル・スタジオのイメージを定義している。つ
まり，ルー・ワッサーマンがテーマパークを展
開するにあたって重視したのは，映画ファンを
映画館に誘うだけではなくて，テーマパークの
アトラクションを数多く創出し，玩具，ゲー
ム，その他のライセンス展開ができる商品群を
売り出すことができるようなイベント型の映画
であったのである。そのために，1970年代にユ
ニバーサルの新進気鋭の監督だったスティーブ
ン・スピルバーグは，「ユニバーサルでは芸術
映画は作らない。我々が作るのは『JAWS』の
ような映画なのだ」と，時のルー・ワッサーマ
ンの右腕としてユニバーサルを運営していたシ
ドニー・シャインバーグから告げられている。
これに対して，スティーブン・スピルバーグは
『JAWS』に留まらず，『ET』『ジュラシック・
パーク』『ジュラシック・パーク３』というよ
うにユニバーサルから求められる映画を提供し
たのである26）。これらの事例は，映画史上にお
いてライセンス・ビジネスとして映画とテーマ
パークのアトラクションがコラボレーション
し，シナジー効果が最も発揮され，成功したケ
ースであると言える。
２．USJ の概要
　USJ は，2001年３月31日に大阪市此花区で
オープンした。ユニバーサルが手がけるテーマ
パークとしてはハリウッド，オーランドに続く
３番目となる。USJは，「The Power of Hollywood」
をキャッチフレーズとして，世界中に浸透する
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ハリウッド映画を強力な武器に海外進出第一号
として日本に上陸してきた27）。オープンした当
初は，ジョーズやジュラシック・パーク，ET
といった人気映画にちなんだ18のアトラクショ
ンと49の物販・飲食施設を擁し，各アトラクシ
ョンのゾーン内では映画作りの裏側を解説した
り，その映画の内容にちなんだ新しいストーリ
ーを演劇仕立てで楽しんでもらうようにストリ
ート・パフォーマンスを繰り広げていた。ま
た，物販に関しては，お土産の買い物を楽しむ
という日本的な消費行動を満足させるために，
物販店の売り場面積をユニバーサル・スタジ
オ・ハリウッド以上に拡充し，さらには「まん
じゅう」「せんべい」といった日本的商品も品
揃えした28）。
　USJ は，オープン当初のキャッチフレーズ
「The Power of Hollywood」にあるように，
TVCMを含む広告宣伝では「ハリウッド流の
感動と興奮を味わってもらいたい」というメッ
セージを強く発信していたが，そのキャッチフ
レーズもこの10年間で大きく変化した（表１）。
　また，この10年間にキャッチフレーズが変更
されるに伴って，パーク内のアトラクションに
も変化があった。2003年には「セサミストリー
ト」と「シュレック」が導入され，2004年に
「スパイダーマン・ザ・ライド」と「ハローキ
ティ」，2005年に「スヌーピー」，2006年に「ピ
ーターパン」と「ランド・オブ・オズ」，2007
年と2010年には「ハリウッド・ドリーム・ザ・
ライド」「スペース・ファンタジー・ザ・ライ
ド」というジェットコースターを導入してい
る。さらに2012年には幼児・子供向けの「ユニ
バーサル・ワンダーランド」をオープンさせ，
2014年には450億円もの投資によって「ザ・ウ
ィザーディング・ワールド・オブ・ハリー・ポ
ッター」がオープンする予定になっている。そ
うした新規導入とともに終了したアトラクショ
ンも多くあり，その代表が「ETアドベンチャ
ー」である。
　USJ の入場者数はオープン当初1100万人を
記録したものの，その後2002年に相次いで起こ
った不祥事等の影響により毎年800万人程度で
推移していた。しかし，グレン・ガンペル社長
による企業方針の転換に伴うキャッチフレーズ
の変更とアトラクションの改廃によって好調基
調となり，2012年10月29日には累計来場者数が
１億人を突破し，さらに2012年度の年間入場者
数は1,000万人台に迫る勢いを見せている30)。
また，こうしたUSJ のヤングアダルトからフ
ァミリー層へのターゲット顧客の拡大や，それ
に伴う新キャラクターの採用とアトラクション
の改廃といったマーケティング戦略は，集客と
いう観点から見れば本家アメリカ・ハリウッド
やオーランドのそれを上回るまでの人気を得る
表１　USJ のキャッチフレーズの移り変わり
年度 キャッチフレーズ
2001年 -2002年 「The Power of Hollywood」
2003年 -2004年 「映画の世界に飛びこもう」
2005年 「キャラクターワンダーイヤー」
2006年 「物語は，ここで生まれ変わる」
2007年 「DREAM」
2008年 「FANTASTIC」
2009年 「輝き」
2010年 「SPACE FANTASY」
2011年 「パーク史上最大，最高のハッピー・サプライズ！」
2012年 「世界最高を，お届けしたい」
出所）筆者作成。
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ようになったという意味において成功であった
と言える（表２）。
３．文化的側面から見たUSJ
　この10年間ほどで大きく変わったといえる
USJ であるが，テーマパークの中でも代表的
なアトラクションを取り上げ，そのアトラクシ
ョンの基となった映画の概要を説明しながら，
その映画の背景にある文化的側面を明らかにす
る。
　USJ の数あるアトラクションの中でも最も
シンボリックなアトラクションは「ジョーズ」
であろう。パーク内のアミティ・ビレッジ31）
に入ると逆さにつり下げられた巨大なホオジロ
ザメが目に飛び込んでくる。このアトラクショ
ンのモデルとなった映画「JAWS」は，シーズ
ンを迎えようとする平和な海水浴場を恐怖のど
ん底におとし入れた巨大な人喰いザメとハンタ
ーの死闘を描くサスペンス映画となっている。
【映画「JAWS」の概要】
　アメリカ東海岸に位置する海辺の田舎町・ア
ミティ・ビレッジの浜辺に，女性の遺体が打ち
上げられた。町の警察署長ブロディは死因を
「サメによる襲撃」と断定し，ビーチを遊泳禁
止にしようとするが，夏の観光で成り立つ町の
有力者はこれを拒否する。さらに少年が第２の
犠牲者となるが，少年の両親がサメに賞金をか
けたことで事態は公となり，アメリカ中から賞
金目当ての人々が押し寄せたアミティは大騒動
となった。その後，イタチザメが捕らえられた
ことで事件は解決したと町中が喜ぶのである
が，ブロディとサメの専門家である海洋学者フ
ーパーは口のサイズから別のサメである可能性
を指摘する。これに対して市長はこの指摘を無
視し，海開きを実施してしまったことで，観光
客をサメが襲うという最悪の事態が発生する。
そこでブロディ，フーパーと地元の漁師クイン
トの３人は，サメ退治のため大海原へ乗り出
す。しかし，現れたホオジロザメのサイズは，
彼らの予想をはるかに上回るものであることか
ら，ブロディ達と巨大ザメとの激闘が始まる。
【USJ のアトラクションの設定】
　アメリカのユニバーサル・スタジオ・ハリウ
ッドで稼働中のオリジナルアトラクションを移
植したもので，アトラクションの時間的設定は
第一作の映画の数年後となっている。あの映画
に登場した巨大鮫は捉えられ，あの恐怖も人々
の頭の中から忘れ去られてしまい32），平和にな
表２　2011年度世界のテーマパーク別入場者数ランキング
順位 テーマパーク 入場者数（単位：人）
１ マジックキングダム（米・オーランド・DW） 17,142,000
２ ディズニーランド（米・アナハイム） 16,140,000
３ 東京ディズニーランド（日本） 13,996,000
４ 東京ディズニーシー（日本） 11,930,000
５ ディズニーランド・パーク（フランス・パリ） 10,990,000
６ エプコット（米・オーランド・DW） 10,825,000
７ アニマルキングダム（米・オーランド・DSW）  9,783,000
８ ディズニー・ハリウッド・スタジオ（米・アナハイム）  9,699,000
９ ユニバーサル・スタジオ・ジャパン（日本）  8,500,000
10 アイランド・オブ・アドベンチャー（米・オーランド・US）  7,674,000
19 ユニバーサル・スタジオ・ハリウッド（米・アナハイム・US）  5,141,000
＊DWはディズニー・ワールド，USはユニバーサル・スタジオを示す。
出所）TEA Theme Park Attendance Report2011（2012）より抜粋。
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ったアミティ・ビレッジにあって，そこを訪れ
たゲストたちはクルーズの最中に『あの巨大
鮫』に遭遇し，ボートで逃げまわらなければな
らないという設定になっている。
【映画の背景にある文化的側面】
　この映画は，海という人間にとって今もなお
未知の部分が多い世界と，そこに生息する姿の
見えないモノに対する恐怖，そしてその恐怖に
対して果敢に戦いを挑む人間を描いたものであ
る。この映画の中に登場するホオジロザメは，
決して世界征服を企むような悪者ではなく，海
の中では他の生物と共存する存在のはずであ
る。それにも関わらず，人間は「姿が見えな
い」「未知のモノだから」という理由だけで恐
れてしまうのであるが，この映画の主人公はこ
の恐怖に対して戦いを挑み，勝利する。これ
は，アメリカ人の祖先の多くが未知なるアメリ
カ大陸へ勇気を持って果敢に乗り込んできたこ
と，そしてその恐怖を乗り越えて大陸を開拓
し，成功してきたというアメリカ人にあるフロ
ンティア精神そのものを示しているといえる。
　第二は「ジュラシックパーク・ザ・ライド」
である。このアトラクションのモデルとなった
映画「Jurassic Park」は，最新のバイオ・テ
クノロジーによって現代に甦った恐竜たちを小
さな島で放し飼いにしているテーマパークが，
完全制御の不備によりおちいるパニックを描く
SF映画となっている。
【映画「Jurassic Park」の概要】
　アリゾナの砂漠地帯で恐竜の化石の発掘調査
を続ける生物学者のアラン・グラント博士と古
代植物学者のエリー・サトラー博士は，突然や
って来たハモンド財団の創立者ジョン・ハモン
ド氏に，３年間の資金援助を条件にコスタリカ
沖の孤島へ視察に来るよう要請される。視察に
は，数学者のイアン・マルカム博士，ハモンド
氏の顧問弁護士ドナルド・ジェナーロ，それに
ハモンド氏の２人の孫レックスとティムも招か
れていた。島に到着した彼らは，群れをなす本
物の恐竜たちを目の当たりにする。このジュラ
シック・パークは，ハモンド氏が巨費を投じて
研究者を集め，最新のバイオ・テクノロジーを
駆使し，クローン恐竜を創り出した夢のテーマ
パークであった。その頃，パークの安全制御を
担当するコンピュータ・プログラマーのネドリ
ーは，ライバル会社に恐竜の胚の入ったカプセ
ルを売り渡すために陰謀を企てたことにより，
全てが狂いはじめてしまうのである。
【USJ のアトラクションの設定】
　このアトラクションも，アメリカのユニバー
サル・スタジオ・ハリウッドで現在も稼働して
おり，人気のあるアトラクションの１つとなっ
ている。パーク内のこのエリアは，映画「ジュ
ラシック・パーク１」にあるような広大で鬱蒼
としたジャングルのテーマパークを模倣したの
ではなく，映画「ジュラシック・パーク２」の
中で出てくる都会の中にある恐竜の研究施設兼
テーマパークとなっており，そのためエリア内
には大きな研究棟がそびえ立っている。
【映画の背景にある文化的側面】
　この映画は，最新のバイオ・テクノロジーを
駆使してクローン恐竜を創り出したテーマパー
クの物語であるが，単なる SF 映画ではない。
重要なのは，最新バイオ・テクノロジーと称す
るDNA遺伝子操作によるクローン技術の問題
である。これは，1997年２月に発表され全世界
を驚かした「クローン羊・ドリー」のメタファ
ーであり，その時から議論されている倫理的問
題を改めて世の中に問うた映画であるといえ
る。キリスト教を信仰する人が多いアメリカで
は，プロテスタント教右派と敬虔なカトリック
教信者は共に生命を人間が操作することは神へ
の冒涜だと主張し，バースコントロール，人口
受精，中絶，そして安楽死にも反対してい
る33）。そうしたアメリカにおける宗教的背景を
鑑みれば，この映画は自然や生命を人間がコン
トロールし，支配しようとすることへの警鐘と
も読み取ることができ，その意味においてキリ
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スト教の信仰に熱心なアメリカ文化を表してい
ると考える。
　第三は，ニューヨーク・エリアにある「アメ
イジングアドベンチャー・スパイダーマン・
ザ・ライド」である。このアトラクションのモ
デルとなった映画「Spider-Man」は，偶然に
特殊な能力を身につけたために正義を守ること
を宿命づけられたヒーローの活躍と苦悩を描く
もので，大人気アメリカン・コミックスを映画
化したものである。
【映画「Spider-Man」の概要】
　幼くして両親を失った主人公のピーター・パ
ーカーは伯父夫妻に引き取られ，NY郊外のク
イーンズに暮らしていた。そんなある日，遺伝
子を組み換えた蜘蛛に刺されたピーターは，身
体に異変が起きはじめ，強靭な肉体と蜘蛛のよ
うな特殊能力を持つようになる。高校卒業後，
カレッジに入学したピーターは，親友ハリーと
マンハッタンで共同生活を始める。ピーター
は，スパイダーマンとなって正義の活動をし，
その姿を自ら撮影して売り込む報道カメラマン
のバイトで生活を支える毎日を過ごしていた。
その頃，天才科学者であるハリーの父親ノーマ
ンが軍事目的で開発した新薬を自ら服用し，そ
の副作用で彼は二重人格となってしまい，邪悪
なサイドの性格が世界制服を企むグリーン・ゴ
ブリンという怪物を生み出してしまう。スパイ
ダーマンは，グリーン・ゴブリンとの戦いに挑
むが，勝利したスパイダーマンは結果的に親友
の父を殺してしまうことになる。父を殺された
ことでスパイダーマンを恨む親友ハリーと，ス
パイダーマンであることを打ち明けられないピ
ーター・パーカーは，そうした自分の置かれた
立場に苦悩するのである。
【USJ のアトラクションの設定】
　このアトラクションは，アメリカのハリウッ
ドとオーランドの両テーマパークにはない日本
独自のアトラクションとして導入されたもので
ある。アトラクションの設定は，映画スパイダ
ーマン１のキャラクターであるグリーン・ゴブ
リンと，映画の続編であるスパイダーマン２か
ら怪人ドッグ・オフ，スパイダーマン３からサ
ンドマンが登場し，彼らがニューヨークの街で
暴れ回る中で，彼らに遭遇したゲストをスパイ
ダーマンが助けるというものになっている。
【映画の背景にある文化的側面】
　スパイダーマンは，当然のように被害者の救
出に加わり，自己犠牲をいとわず悪をくじく全
世界のヒーローであるが，単なるヒーローもの
ではない。スパイダーマンは全世界のヒーロー
であると同時に，ピーター・パーカーという等
身大のもう一つの姿がある。彼は，自ら望んで
いないにも関わらずヒーローになってしまった
がゆえに自己疑念や孤独を感じて傷つくかと思
えば，ピーター・パーカーという一人の人間と
して幼なじみのメリージェーンになかなか好き
だと言えずに苦しんだりもする。これはスーパ
ーマンのそれとまったく同じ図式であるといえ
る。そして，このヒーロー（ピーター・パーカ
ー）は幼くして両親を失った孤児であり，祖父
母の家庭で育ったという文脈において極めてア
メリカ的でもある。つまり，アメリカという移
民国家に生きる人々にとって，孤児というのは
移民のメタファーとして重要であり，孤児の成
功者は家系よりも力を重んじるアメリカ的な理
念を体現しているといえる。
　第四は，同じニューヨーク・エリアにある
「ターミネーター２：３-D」である。このアト
ラクションのモデルとなった映画「Terminator
２」は，人類と機械の戦争が続く近未来からそ
れぞれの勢力が現代へ送り込んだアンドロイド
と，戦争を回避すべく奮闘する人間達とが繰り
広げる死闘を描いた SF映画となっている。
【映画「Terminator２」の概要】
　前作の映画ターミネーターで，ターミネータ
ーと死闘を演じたサラ・コナーは，精神病患者
として病院に収監され，その息子のジョンは養
父母の下に引き取られていた。ある日，再び時
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空を超えて２体のターミネーターが送り込まれ
てくる。１体は以前と同モデルのT-800型で，
もう１体は変形自在の液体金属で構成された最
新モデルT-1000型である。かつて自分を殺そ
うとしたターミネーターと同型のこの T-800
が，ジョンの絶対的な保護者たりうる存在であ
ることを知ったサラは，T-800から得た情報を
基に戦争を阻止すべくサイバーダイン社に侵入
し，研究の全てを破壊した。しかし，サラとジ
ョンの殺害のために送られてきた T-1000は，
逃亡するサラとジョンそしてT-800の３名を追
いつめ，T-800は T-1000との最後の対決に挑
むことになる。
【USJ のアトラクションの設定】
　このアトラクションは，アメリカのハリウッ
ドとオーランドの両テーマパークにもあるアト
ラクションである34）。多くのアトラクションが，
専用の乗り物に乗って館内を周遊するライド系
アトラクションであるのに対して，このアトラ
クションは劇場型で，舞台で繰り広げられる人
によるパフォーマンスとスクリーンに広がる映
像をゲストは座席に座って観るようになってい
る。また，映像は３-D処理されていることか
ら，ゲストは専用の眼鏡を着用して観覧するこ
とで，より臨場感のあるストーリーを楽しむこ
とができるようになっている。
【映画の背景にある文化的側面】
　この映画は，核戦争後の人類とコンピュータ
との対決を描いた SF物語である。そこではコ
ンピュータが自らの意志を持って行動するよう
になることが重要となる。「コンピュータ＝合
理的思考と判断・行動」と捉え，全てにおいて
合理的な思考・行動しかできない「意志を持っ
たコンピュータ」と，常に合理的に思考・行動
する訳ではない人類，愛や慈しみなどの利他的
な感情と行動を持ち合わせた人類との対比で見
れば，それらは人類のみが持ち得るものであ
り，その根底にはキリスト教の信仰があると言
える。さらに，映画の中にある「審判の日（８
月29日）」は旧ソビエト連邦が核実験に初めて
成功した日でもあることからすれば，意志を持
ったコンピュータは東西冷戦時代の東側諸国の
メタファーであるとも理解することができる。
これらのことを鑑みれば，この映画は自由を勝
ち取るために戦う物語であり，アメリカの歴史
を体現していると言える。
　第五は，サンフランシスコ・エリアにある
「バックドラフト」である。このアトラクショ
ンのモデルになった映画「BACK DRAFT」
は，消防士兄弟の葛藤と日夜火災と戦い続ける
男たちの群像を描くとともに放火犯探しという
要素の入ったサスペンス映画である。
【映画「BACK DRAFT」の概要】
　幼い頃，消火作業中に父の死を目の当たりに
したブライアン・マキャーフィーは職を転々と
した末に，故郷のシカゴに新米消防士として戻
って来た。彼が配属された十七小隊には兄のス
ティーブンがいた。着任早々，火災現場に向か
ったブライアンは，そこでスティーブンの英雄
的な活躍を目にする。そんな時，街で連続放火
が発生する。その犯人は炎を熟知し，意図的に
バックドラフトを起こさせて，特定の人物を爆
死させるだけで，火事を起こさせないようにし
ていることを突き止めた。ブライアンは火災現
場で兄と共に犯人のアドコックスと対決しよう
とするが，火災現場に突入したその瞬間爆発が
起こり，スティーブンとアドコックスは死亡し
てしまう。逃れることができたブライアンは父
と兄の志を継いで消防士として生涯を捧げるこ
とを誓うというものである。
【USJ のアトラクションの設定】
　このアトラクションは，アメリカのハリウッ
ドとオーランドの両テーマパークにはない日本
独自のアトラクションとして導入されたもので
ある。アトラクション内では，実際の火災現場
が再現されており，その中に入ったゲストは，
実際に燃え上がる炎と崩壊していく建物，そし
て発生するバックドラフトを体験することがで
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きるようになっている。
【映画の背景にある文化的側面】
　この映画は，スパイダーマンやハリー・ポッ
ターとは異なったヒーローを描いた物語である
といえる。それは，危機的状況において自分の
身をなげうってでも他人の命を救うという行為
に対して最大級の賛辞が捧げされるアメリカ文
化において，まさに消防士という特定の職業を
ヒーローとして讃えながら，その根底にあるキ
リスト教を市民宗教としながら多民族社会を生
きていくために必要であった助け合いの精神を
体現した映画であるといえる。
　第六は，2014年にオープン予定の「ザ・ウィ
ザーディング・ワールド・オブ・ハリー・ポッ
ター」である。このアトラクションのモデルと
なった映画「Harry Potter」は，全７巻からな
る小説を映画化したものである。このハリー・
ポッターシリーズの小説は，世界各国で刊行さ
れており，67言語に翻訳され，世界合計４億部
のベストセラーである。その内容は，孤児であ
る主人公の少年ハリー・ポッターが魔法使いと
して成長していく様を描くファンタジー映画と
なっている。
【映画「Harry Potter」の概要】
　生まれてすぐに両親を亡くしたことで孤児と
なったハリー・ポッターは，亡くなった母親の
妹であるペチュニアおばさん一家に引き取られ
ていた。そこでのハリーの生活は，彼らに抑圧
されたみじめなものであった。しかし11歳の誕
生日が近づいたある日，ハリーに魔法魔術学校
の入学許可証が届く。そのことをきっかけに，
実はハリーの両親は優れた魔法使いで，悪の魔
法使いヴォルデモートとの戦いの際に死んでし
まったという真実を知ったハリーは，９月の最
初の日，ロンドンのキングス・クロス駅からホ
グワーツ特急に乗って魔法魔術学校へ向かい，
立派な魔法使いになるための厳しい勉強と修行
の日々を過ごす。そして，その学校の中に隠さ
れている賢者の石を悪の手から守るべくハリ
ー・ポッターと彼の友人達は奮闘し，見事優秀
な成績をおさめ，成長していくのである。
【映画の背景にある文化的側面】
　この映画も，スパイダーマンと同様に主人公
のハリー・ポッターは孤児という設定である。
そしてこの物語は，叔母の家庭で虐げられて育
ったハリーが，実は由緒正しき血筋だったとい
う貴種流離譚35）の性格をおびていることがわ
かる。さらに，この映画が極めてアメリカ的で
あるのは，主人公のハリーが貴種の血筋ではな
く，あくまでも己の力で自らの正当性を証明す
ることである。これもまた，家系よりも力を重
んじるというアメリカ的な理念を体現した映画
であるといえる。
　USJ では，このようにユニバーサル映画を
モデルにしたアトラクションに人気があること
によって，高いシナジー効果が発揮されている
一方で，2012年３月にオープンした「ユニバー
サル・ワンダーランド」のように，ユニバーサ
ル映画とは関連が薄いと思われるアトラクショ
ンがある。これらは，今までのUSJ がヤング
アダルトをターゲットにしたスリルを体験する
テーマパークであったものから，幼児から小学
生の子供を連れたファミリー層のターゲット顧
客を拡大するために「かわいさ」を強調するた
めに採用された新キャラクターとアトラクショ
ンである。
　その中で「SNOOPY STUDIO」は，スヌー
ピーが映画監督の映画スタジオという設定で，
屋内外のアトラクションとして小型のジェット
コースターやウォータースライダーで遊ぶこと
ができるようになっている。スヌーピーは，ア
メリカの漫画家チャールズ・モンロー・シュル
ツが1950年から書き始めた漫画『ピーナッツ』
に登場するビーグル犬のことで，作品の主人公
チャーリー・ブラウン少年の飼い犬であるとい
う 設 定 に な っ て い る。「HELLO KITTY 
FASHION AVENUE」では，小さな女の子を
対象としてキャラクターのキティを全面に出し
た屋内型の遊戯施設となっている。ハローキテ
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ィは，1974年に株式会社サンリオでデザインさ
れたキャラクターグッズ用キャラクター群で，
サンリオを代表する長寿キャラクターである。
主人公のキティ・ホワイトは，擬人化された白
い子猫で，左耳の付け根にリボンを付け，また
はそれに類する飾りをつけているのが特徴とな
っている。ハローキティに関するグッズは世界
約70カ国で展開され，年間５万種類が販売され
ており，日本以外の国々にもファンが存在して
いる。「SESAME STREET FUN WORLD」は，
屋内外型の遊戯施設でエルモやビッグバードの
キャラクターを用いたゴーカート等に乗ること
ができるようになっている。セサミストリート
は，アメリカで放映されたマペットキャラクタ
ーを使った子ども向けテレビ教育番組で，1969
年のアメリカでの放送開始以来，40年以上にわ
たって140以上の国と地域で愛され続けている。
セサミストリートの番組の中では，子どもたち
に親近感を持ってもらえるような工夫の１つに
番組のキャラクターであるエルモやビッグバー
ドなどのマペットがある。
Ⅴ　終わりに
　本論文では，テーマパークというサービス産
業がグローバル・マーケティングを展開するに
あたって，大きな障壁となる文化的環境の克服
という問題を明らかにするためにUSJ を事例
として取り上げた。ここでは，USJ のみの分
析を行うのではなく，アメリカ文化としての宗
教観やヒーロー観及びハリウッド映画の中にあ
るアメリカ文化的要素にまで言及することによ
って，次の２点が明らかになった。
　第一に，USJ のマーケティング・マネジメ
ント上の問題である。USJ が2001年に日本に
進出した当初はアメリカ的宗教観とヒーロー観
に基づいたアトラクションを「The Power of 
Hollywood」というキャッチフレーズと共に積
極的に導入してきた。だが，その後の10年間
で，日本人のお土産の習慣に応じた土産物アイ
テムの開発と展開，ヤングアダルト層からファ
ミリー層へという企業方針の転換に伴うキャッ
チフレーズの変更，アトラクションの改廃等に
よって集客数が大きく伸びた。こうした事実に
対して，マーケティング戦略が成功したと評価
するのは容易いが，決してそうではないと考え
る。つまり，元々USJ がターゲットとしてい
たヤングアダルト層からの支持が伸び悩んだ要
因の一つは，最近の日本人がその宗教観やヒー
ロー観という文化的環境に基づいた自らの価値
観に共感できるものを映画自体に求める傾向に
より，宗教観やヒーロー観が異なり，刺激や驚
きを強調・提供しようとするハリウッド映画と
の乖離にある。そのことを鑑みれば，ハリウッ
ド映画をモデルとする USJ に対する評価も，
映画と同様であり，それらを挽回するためにユ
ニバーサル映画とは関係のないキャラクターを
導入することは，あまりに短期的な収益確保の
ための戦略であったと考える。さらに言えば，
ユニバーサル・スタジオにおいてルー・ワッサ
ーマンが目指したのは，映画という二次元の世
界とテーマパークという三次元の世界の融合で
あり，映画とパークそれぞれが独立して存在す
るのではなく，双方がコラボレーションしなが
らシナジー効果を発揮するビジネスモデルであ
ったはずである。これらのことから，USJ は
マーケティング・マネジメントにおいて外部環
境との外的な整合性を重視するあまりに，マー
ケティング・ミックスの構成要素間の内的な整
合性に大きな齟齬が発生し，また自らのビジネ
スモデルを放棄してしまったと言える。
　第二は，USJ というテーマパークは文化装
置であるということである。テーマパークとは
ある特定のテーマをベースに全体が演出された
観光施設であり，その特定のテーマとは１）特
定の国の文化，２）物語，３）映画，４）時
代，などである。その意味で，TDRはディズ
ニーという物語の世界をテーマにしたテーマパ
ークであり，USJ はユニバーサルという映画
の世界をテーマにしたテーマパークである。ま
た，USJ を文化的観点から見ても，アメリカ
的な宗教観とヒーロー観に基づいたハリウッド
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映画自体が世界に向けてアメリカ文化を発信す
る文化装置であることから，その映画をモデル
にしたテーマパークは必然的にアメリカ文化を
発信する文化装置的性格を帯びることになる。
　こうしたビジネスモデルや文化装置としての
性格を鑑みれば，そのテーマパークの中をスヌ
ーピーやエルモ，ハローキティ等のキャラクタ
ーが闊歩している姿に違和感を覚えるのは筆者
だけであろうか。確かに，ミッキーマウスとい
うあらゆる層の顧客から認知される絶対的シン
ボル・キャラクターを擁するTDRに対抗する
ために，スヌーピーやエルモ，ハローキティ等
のキャラクターをUSJ に導入したことは，特
にキャラクターものを愛好する日本人の嗜好を
考慮すれば必要であったのかもしれない。
　しかし仮に，USJ の持つアメリカ文化を発
信する文化装置的性格を強調すれば，スヌーピ
ーとエルモはアメリカ生まれのキャラクターで
あることから，アメリカ文化を担う一キャラク
ターとして導入することは理解できる。だがハ
ローキティのキャラクターは，サンリオという
日本企業が創造した日本生まれのキャラクター
である。ハローキティの名前は世界中に認知さ
れ，ファン層も幅広いとはいえ，そのキャラク
ターが持つ文化的背景やキャラクターを取り巻
くストーリーは日本のモノ・コトであることを
鑑みれば，現状のようなハローキティの導入方
法は，決して日本文化にカスタマイズされたも
のではない。このキャラクターとキャラクター
を取り巻く世界が，USJ が持つ世界観と全く
の別物となってしまっているのである。
　つまり，USJ は短期的な収益確保に拘った
ために，USJ が本来持っている製品コンセプ
トとしてのアメリカ文化装置的性格に対して，
日本文化へのカスタマイズ化を図ろうと導入し
たモノやコトが，その文化的背景やストーリー
を無視して移植したことによって，USJ が持
っていた元々のコンセプトを希薄化し，マーケ
ティング・ミッックスの構成要素間の内的な整
合性に大きな齟齬が発生してしまっているので
ある。
　本論文では，USJ というテーマパークを事
例に取り上げながら，サービス産業が展開する
グローバル・マーケティングに関して文化的環
境という観点からの分析を試みた。この分析か
ら明らかになったことは，第一に本国と進出国
における文化的環境に基づく価値観の乖離に対
するマーケティング・マネジメントの問題であ
る。つまり，企業がマーケティング戦略を実現
する上で現地化を急ぐあまりに，標準化とカス
タマイズ化とのバランスにおいて企業の内的一
貫性と外的一貫性の整合性において大きな齟齬
を発生させているのである。第二は，テーマパ
ークという文化的シンボルであり文化装置的性
格を有しているサービス産業においては，その
製品コンセプトとなるパーク内外のアトラクシ
ョンや建築物等のハードウェアやその中で活動
するキャラクターのカスタマイズ化の問題であ
る。つまり，シンボルとしての建築物やキャラ
クター等のゲストが視覚から入手する情報の安
易なカスタマイズ化は，ゲストに違和感を感じ
させる可能性が大きいことがわかる。むしろ，
サービス財の無形性，不可分性，変動性，消滅
性といった特徴から鑑みれば，ハードウェアの
コンセプトは維持しつつ，ゲストとフタッフと
の間でサービス提供・消費される瞬間のカスタ
マイズ化にこそ焦点をむけるべきであると考え
られるのである。
注
１） 『日本経済新聞』2013年１月23日付。
２） 『朝日新聞』2012年10月29日。
３） 1835年にアレスシス・トクヴィルはアメリカほ
どキリスト教が人々の魂に大きな影響力を持っ
ている国は世界のどこにもないと記している。
４） Neil Campbell & Alasdair Kean（1997）。
５） 奥村みさ，スーザン・K・バートン，板倉厳一
郎（2007）。
６） 例えば，アメリカの全ての貨幣には「In God 
We Trust（神をわれら信頼す）」という言葉が
宗教的信念の表現として記されていることから
も，その思いの強さ，エネルギーの強さが見て
とることができる。
７） ディクソン・ウェクター（1914）は，それらを
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アメリカの集団シンボルと呼んだ。
８） アメリカでは，教会の祭壇にも星条旗が掲げて
あるが，これは国家が教会に優先することを示
しているといえる。
９） ディクソン・ウェクター（1914）。
10） ディクソン・ウェクター（1941）。
11） Robert Sklar（1975）。
12） 北野圭介（2001）平凡社。
13） 亀井俊介（2000）岩波書店。
14） 亀井俊介編（1992）弘文堂。
15） 亀井俊介（1993）研究社出版。
16） 仏教が日本において定着し，花開くために活躍
したのが聖徳太子である。仏教打倒を主張した
物部氏と仏教容認を主張した蘇我氏との対立に
あって，聖徳太子は蘇我氏側につき，蘇我馬子
が物部守屋を討伐したことによって日本は仏教
容認となるのである。
17） 岩井宏實（2002）。
18） Ivan Morris（1975）。
19） 任侠映画とは，明治から昭和初期を時代背景と
するやくざ映画のことであり，1973年に上映さ
れた仁義なき戦いシリーズ以降に主流となった
戦後日本を舞台としたリアルな暴力描写を重ん
じる実録路線とは区別される。
20） 読売新聞文化部編（1997）。
21） 映画の中で，真田と行動をともにする若いエー
ジェントの如月がためらいもなく引き金を引い
た後で，「あなた（仙石伍長）は実践というもの
を分かっていない」というのに対して，真田は
「あまえは人間というものが分かっていない」と
戒めるシーンがあるが，これは，人間ならいろ
いろと考えるはずじゃないのかと，ためらいな
く人間の命を奪うことにアンチテーゼを投げか
けている，と捉えることができる。
22） 日本で公開された映画の中で興行収入歴代トッ
プは「千と千尋の神隠し」で304億円，２位が
「タイタニック」で272億円，３位が」「ハリー・
ポッターと賢者の石」203億円，４位が「ハウル
の動く城」196億円，５位が「もののけ姫」192.1
億円となる。
23） 斉藤守彦（2008）。
24） 広瀬隆（1996）ダイヤモンド社。
25） Edward Jay Epstein（2005）。
26） Edward Jay Epstein（2005）。
27） USJ オープン当時副社長であったロバート・ゴ
ルト・ジュニア氏は，テーマパークで重要なの
はアトラクションの信頼性だとして，「客が知っ
ている物語の世界を忠実に再現すれば客が信頼
し，それがリピーターとなって返ってくる。取
って付けたような題材を客の信頼に値しない物
語にしつらえたり，単にジェットコースターの
ような乗り物を置くだけでは不十分である」と
発言している。（日経ビジネス，2001年４月９日
号）。
28） 2012年現在は，22のアトラクション，17のプレ
イゾーンと47の物販・飲食施設となっている。
29） 2004年６月にUSJ 社長に就任したグレン・ガン
ペル社長の「テーマパークをハリウッド映画か
らファミリー向けエンターテイメントに変更す
る」という企業方針の転換によるものである。
これにより USJ は，ターゲットとなる客層を
「ヤングアダルト」だけでなく，「ファミリー層」
にまで広げるために数多くのキャラクターの権
利者と交渉し，アトラクションだけでなく，お
土産の商品開発に至るまで展開している。
30） 『日本経済新聞』2013年１月23日付。
31） USJ は，ハリウッド・エリア，ニューヨーク・
エリア，サンフランシスコ・エリア，ジュラシ
ック・パーク，ラグーン，アミティ・ビレッジ，
ウォーターワールド，ユニバーサル・ワンダー
ランドの８つのエリアから構成されており，ア
ミティ・ビレッジはその１つである。
32） アミティ・ビレッジに逆さにつり下げられた巨
大なホオジロザメは，人を襲ったサメは捕獲さ
れ，村は安全になったのだ，というメッセージ
として使われている。
33） 実際に，2006年７月19日，ブッシュ大統領は議
会が可決したES細胞研究推進法案に対して，倫
理的に擁護できないとして拒否権を発動した。
ブッシュ大統領が議会に対して拒否権を発動し
たのは，就任以来今回が初めてであったが，こ
れも，こうした宗教的影響が大きかったといわ
れている。
34） ただし，ハリウッドの方は2012年で終了してし
まっている。
35） 貴種流離譚とは，神話をモチーフにした物語を
表しているが，その内容は，本来高貴な生まれ
の子女が，事故や陰謀により陥った不幸な境遇
で育ちながら，旅・冒険・活躍をするという類
型に当てはまる物語を指す。
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